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第５回 COP10/MOP5 円卓会議 （2010年 6月 1日） 

 

生物多様性に向けた取り組み 説明資料 

 

独立行政法人 海洋研究開発機構 

 

 

 海洋研究開発機構においては、現場調査とリモートセンシングによる生態系研究（陸域、海域）、

深海を中心とした生物多様性研究、調査研究と直結したデータベース群、地球規模での環境変動をコ

ンピュータモデルにより解析するなどの研究部門があり、探査船や衛星など上記の先端科学を駆使し

て観測が困難とされた海域・陸域での生物多様性と生息環境をより高精度で観測することを目指すと

ともに、生物の多様性を生み出すメカニズムや役割の把握および生態系機能の変動把握に取り組んで

いる。 

 

 「生物多様性を知る」という観点からは、生物多様性と生息環境に関するデータの収集、特に海域

を中心としてデータを収集している。2009 年 5 月には、海洋研究開発機構の海洋地球情報センターよ

り、日本列島周辺の深海域を中心とする海洋生物の多様性・分布情報などを扱う統合データベースサ

イト（ Biological Information System for Marine Life: BISMaL）を公開した。さらに Ocean 

Biogeographic Information System（ OBIS）の国際ネットワークにおける日本ノード（ Japan 

Regional OBIS Node）の役割を BISMaLに付与する作業を開始した（資料 1）。 

 

 「生物多様性を見つめる」という観点では、現場観測とリモートセンシングによる高度モニタリン

グ技術と統合解析（Data Integration and Analysis System: DIAS）を利用した調査研究を海域およ

び陸域において進めている（資料 2）。BISMaL/OBIS を利用した統合解析は今後の課題として検討して

いる。 

 

 COP10 に向けては、会場での展示やサイドイベント等において上記の調査研究や取り組みを紹介する

ことを計画している。 

 

 

参考サイト： 

BISMaL <http://www.godac.jp/bismal/> 

OBIS <http://www.iobis.org/> 

DIAS <http://www.jamstec.go.jp/j/medid/dias/> 

 

http://www.godac.jp/bismal/
http://www.iobis.org/
http://www.jamstec.go.jp/j/medid/dias/
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資料 2 

 


